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極渦内平均オゾン変化率が最大50－70ppbv／dayに

達すること，2月から3月の2か月間に減少したオ

ゾン量は最大で2．Oppmvであること等を明らかに

した．また，2月の温位475K面におけるオゾン減少

率は，極渦の外から中心付近へ向かって大きくなり，

極渦中心付近では極渦境界領域でのオゾン減少率の

約3倍の大きさであることを見いだした．更に，オ

ゾン破壊速度は，空気塊が経験した最低気温と密接

に関係していること，この結果は最新の極域成層圏

雲（PSCs）に関する理解に合致していることを示し

た．

　このように，本論文は，確立した「Satellite－

Match」手法を用いることによって，1これまで困難

であった北極成層圏オゾンの破壊速度の定量化に成

功したものである．この手法はWMOのオゾン破壊

科学評価報告書2002においても言及され，現在運用

中のILAS－II，SAGE一皿，POAM－III，

SCHIAMACY等の太陽掩蔽法センサデータヘも適

応可能であり，これらのデータを用いた総合的な解

析が今後の大気化学の発展に大きく貢献するものと

期待される．本論文の主著者である寺尾会員は，オ

ゾン破壊量を高い精度で算出する上で本質的に重要

な，空気塊の同一性の確認を綿密に行う手法を提案

し，さらに，オゾン破壊量と空気塊の気温履歴，極

成層圏雲の発生等との関連の詳細な解析を担当する

など，本研究を構成する主要な部分について独創性

を発揮し，詳細かつ丁寧な解析を通して新しい知見

を提供することに貢献した．

　以上の理由から，日本気象学会は，寺尾有希夫会

員に今年度の山本・正野論文賞を贈るものである．

2003年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：井上　元（独立行政法人国立環境研究所）

業績：温室効果気体のモニタリング研究の推進

選定理由：地球温暖化研究の中で，大気中の二酸化炭

　素（CO2）やメタン（CH、）の長期的かつ系統的な観

　測研究によって，炭素循環のメカニズムを解明する

　ことが重要な研究テーマとなっている．

　　井上会員は1975年から国立公害研究所（現在の国

　立　環境研究所）において大気化学反応のレーザ分

　光研究で優れた業績を残した後，1990年の国立環境

　研究所への改組を機に温室効果気体の観測的研究に

　着手した．独創的な発想と卓抜した行動力によって，

　シベリア上空における航空機観測，沖縄波照間島及

　び北海道落石岬の地上連続観測，日本一オーストラ

　リア及び日本一カナダ間の船舶を利用した大気と海

　水のCO2観測などのモニタリングプロジェクトを

　次々と立ち上げた．計画実施に当たっては多くの研

　究機関との間に共同研究体制を築くと同時に，装置

　の設計・製作並びに初期の観測遂行に至るまで自ら

　中心となってすべてのプロジェクトを軌道にのせた

　ことは特筆すべき点である．これらのモニタリング

　研究は後継者の手によりさらに発展し，多くの貴重

　な観測データが収集された．

　　シベリア地域のモニタリングは炭素循環研究にお

　ける重要課題の一つであったが，ソビエト連邦の時

　代には系統的な観測データはなかった．井上会員は

　この地域にいち早く着目し，1992年から1994年に世

界に先駆けてシベリア上空における温室効果気体の

航空機観測を成功させた．その後，航空機の定期観

測，タワーを使ったCO2の連続観測，湿地帯におけ

るCH、フラックスの観測など総合的な研究に発展

させた．シベリアではCO、の季節変化が従来の予想

よりはるかに大きく，またCH、の季節変化も従来の

理解とは逆の現象を見出した．また，両気体の鉛直

分布も世界で初めて明らかにした．さらに，これら

の観測データを用いてモデル実験を行い，シベリア

地域が全球の炭素収支に重要な役割を果たしている

ことを検証した．これら一連の研究成果は，温室効

果気体の発生・吸収源に関する知見を大きく進展さ

せた点で，国内外から高く評価されている．

　井上会員は，温室効果気体に関連する様々な観測

研究の立案や組織化にも貢献してきた．1997年に京

都議定書採択によってCO，の森林吸収量の見積り

が必要となった際北海道苫小牧においてフラック

スタワーによる観測手法の比較実験を推進し，アジ

アフラックスネットワークの構築に尽力した．また，

国内の炭素循環研究グループの代表を務め，異なる

研究分野の連携にも力を注いできた．さらに，国際

共同研究IGBPの中心メンバーとしてGlobal　Car－

bon　Projectの立案にも参画した．

　以上の理由から，日本気象学会は，井上　元会員

に今年度の堀内賞を贈るものである．
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受賞者：松田　佳久（東京学芸大学）

業績：惑星大気循環論の体系化と金星気象学研究の

　推進

選定理由：惑星の気象を力学的側面から統一的に理解

　することは，惑星大気の理解にとってばかりでなく，

　地球大気の本質的理解にとっても有用である．

　　松田会員は，金星において大気が固体金星の自転

　の約60倍の高速で東酉方向に回転しているという

　スーパーローテーション（4日循環）現象に関する基

　本的な力学理論研究（1982年度の本学会「山本賞」受

　賞対象論文）を行って以来，現在に至るまで一貫し

　て，惑星大気の大循環に関する力学理論研究を行い，

　地球を含むあらゆる惑星を対象として，惑星大気大

　循環の一般理論の構築を初めとする業績を挙げると

　ともに，大気力学や理論気象学の体系化を推進して

　きた．渦粘性の発生に関係する傾圧・順圧不安定，対

　流・波動・子午面循環による帯状流加速などの研究を

　着実に進めるとともに，一般的な流体力学方程式の

　解の分岐や安定性の理論，波動の強制に対する全球

　的大気応答のような応用範囲の広い力学的問題を手

　がけてきている．

　　上記の研究と，東京学芸大学，気象大学校，そし

　て東京大学での講義の経験とを元に著した「惑星気

　象学」は，諸外国の惑星探査で得られた観測事実を，

　自身の研究で培った惑星流体力学理論を中心にした

　考察に立脚して，統一的に理解して解説したもので

　あり，当該分野での日本で初めての本格的な著作で

　ある．この著作や他の解説文は，この方面を目指す後

　進研究者の育成や周辺研究者（大気圏以外の惑星研

　究者等）の糾合に多大な貢献をなしてきている．現

　在，我が国における惑星気象学分野の研究者のほと

　んどは，何らかの形で松田会員からの直接間接の薫

　陶を受けて育った人々であると言っても過言ではな

　い．

　　さらに，最近，ようやく日本でも独自に実行可能

　となった惑星探査計画の推進において，金星大気大

　循環理論の検証の可能性を具体的に提示するなど，

　日本の惑星探査における理論的支柱・牽引車的役割’

　を果たしている．宇宙科学研究所を中心としたこの

　計画は，金星大気の4日循環の謎の解明を最大の目

　的の1つとしており，既述の松田会員の研究はその

　推進において理論的支柱の役割を果たしている．

　　松田会員が開拓してきた惑星気象学研究は，地球

　史的時間スケールでの地球大気の変遷や過去・未来

“天気”50．8．
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の地球環境変動の理解などにも資することにより，

21世紀における気象学の飛躍的発展分野のひとつと

なろう．

以上の理由から，日本気象学会は，松田佳久会員に

今年度の堀内賞を贈るものである．
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2003年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：高田伸一（新潟地方気象台）

研究題目：解析降雪量に基づく降雪量の推定と予測精

　度向上のための研究

選定理由：高田伸一会員は，1999年以降新潟地方気象

　台に勤務し，北陸地方の降雪の研究に取り組んでき

　た．2001年以降は降雪量予測の改善のための研究に

　取り組み，任意地点の降雪量を精度良く求めるため

　に「解析降雪量」という考え方を提案した．これは，

　解析雨量に雪氷比をかけて降雪量を推定するもので

　あり，雪氷比の設定には海岸からの距離，標高，気温

　が取り入れられている．また，積雪深計のデータから

　降雪量を推定する際，積雪の沈み込みと高温時の計

　測誤差の補正を施すことによって精度が高まること

　を示し，雪氷比を考慮して沈降量を見積もる計算式

　を提案した．この式は，1時間積雪量の差の合計によ

　る推定方法に比べて精度が大きく向上している．高

　田会員は，これらの研究成果を降雪量予測に応用す

　るため，数値予報で予想される降水量を雪氷比で変

　換した降雪量と，解析降雪量とを結合させることに

　よって，「大雪監視予測システム」としての実用化を

　めざしている．これらの研究は，雪氷学的な知識を応

　用して解析降雪量という新しい考え方を提案するな

ど，気象学的にも価値の高いものである．よって日本

気象学会は高田伸一会員に今年度の奨励賞を贈るも

のである．
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受賞者：中山　寛（札幌管区気象台）

研究題目：冬季北海道西岸に現れる収束線とそれに伴

　う降雪の研究

選定理由：中山　寛会員は北海道内の気象官署に勤務

　し，冬季の北海道日本海側の降雪を対象にした研究

　を行ってきた．北海道の西岸では，内陸の低温域から

　吹き出す東寄りの風と季節風との間に収束線が形成
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